	【交付申請】 令和４年度　住宅における省エネ・再エネ設備導入支援事業補助金 チェックリスト　　

	申請者名
	
	様

	申請書類に関するお問合せ先

	☐　申請者と同じ
※申請者ご本人にご連絡します
	☐　契約事業者等
※申請書1ページ下部の宛名にご連絡します



[bookmark: _Hlk100146205]☐記入例を確認のうえ、ご提出ください。なお、申請書類のコピーをとり、お手元に保管してください。

【共通様式】

	チェック
	様式・書類
	留意事項等

	[bookmark: _Hlk62633942]①
	☐
	本書類（チェックリスト）
	

	②
	☐
	補助金交付申請書
（様式第１号）
	・1ページ右上の日付は、提出日を記入すること
・着工予定日は、申請から1カ月程度余裕を持たせること※
※申請後、交付決定を受けてから工事に着手すること。交付決定前に工事着手した場合は補助対象外になるので注意。
※片面印刷で提出すること

	③
	☐
	
【個別申請】
次のいずれか1つの写し
・工事請負契約書
・売買契約書
・注文書及び注文請書

【リース】
・設備の販売に係る見積書の写し
・リースに係る見積書の写し
	・工事契約者＝申請者であること
・設置住所＝契約住所であること
・原本不可（コピーを提出すること）
※当該書類に、導入する設備の種類ごとの経費が記載されていない場合は、内訳書の写しを提出してください。

【蓄電システムを導入する方】
※いずれかの添付書類に、申請書3ページに記入するSII登録パッケージ型番を必ず記載してください。

【高断熱窓を導入する方】
※いずれかの添付書類に、申請書３ページに記入する国登録番号を必ず記載してください。

	④
	☐
	住民票の写し（コピー可）

※複数枚にわたる場合は、必ず全ページ提出すること。
	・マイナンバーが記載されていないもの
・提出日より３か月以内に取得したもの

※世帯全員・申請者のみいずれのものでも可

※地中熱利用システムが設置された新築住宅を取得する場合は提出不要

	⑤
	　設置する住宅に係る次のいずれか一つの写し（複数枚にわたる場合は、必ず全ページ提出すること）
　提出日より３か月以内に取得したもの。　
※土地に係るものは不要
※複数の建物が表記されている場合は、対象設備を設置する建物を明示してください。

	
	☐
	建物に係る
「登記事項証明書」
	・インターネット上の「登記情報提供サービス」は不可
（請求先：法務局）

	
	☐
	固定資産税に係る「公課証明書」又は「評価証明書」
	・「納税証明書」不可
（請求先：市町村役場）



＊申請書は修正液や修正テープで訂正はできません。訂正の際は、二重線を引き、余白にご記入ください。
【個別様式】

【地中熱利用システムを導入する方】
	⑥
	☐
	設置位置を示す平面図

	⑦
	☐
	掘削孔の深度等が確認できる立面図

	⑧
	☐
	設備の詳細を確認できる仕様書、パンフレットの写し



【蓄電システムを導入する方】
	⑥
	　太陽光発電設備の設置が確認できる次のいずれか一つの書類　　※全量売電は補助対象外

	
	【既設の場合】

	
	☐
	電力会社が発行した「購入電力量のお知らせ」または、WEBサービスで太陽光発電設備の情報など契約内容が確認できるページを印刷したものなど（設置住所・発電出力の記載があること）

	
	☐
	太陽光パネルを設置した住宅の全景とパネルの設置を確認できるカラー写真 （申請用写真台紙あり）

	
	☐
	太陽光発電設備の設置に係る契約書の写し又はこれに代わるもの（設置住所・発電出力が記載されているものであれば可）

	
	【新設の場合】

	
	☐
	太陽光発電設備の設置に係る契約書の写し又はこれに代わるもの



【V2Hを導入する方】
	⑥
	　太陽光発電設備の設置が確認できる次のいずれか一つの書類　　※全量売電は補助対象外

	
	【既設の場合】

	
	☐
	電力会社が発行した「購入電力量のお知らせ」または、WEBサービスで太陽光発電設備の情報など契約内容が確認できるページを印刷したものなど（設置住所・発電出力の記載があること）

	
	☐
	太陽光パネルを設置した住宅の全景とパネルの設置を確認できるカラー写真 （申請用写真台紙あり）

	
	☐
	太陽光発電設備の設置に係る契約書の写し又はこれに代わるもの（設置住所・発電出力が記載されているものであれば可）

	
	【新設の場合】

	
	☐
	太陽光発電設備の設置に係る契約書の写し又はこれに代わるもの

	
⑦

	　電気自動車（EV・PHV）の導入が確認できる書類（V2Hシステムを設置する場合）　

	
	【既存の場合】

	
	☐
	自動車検査証の写し
	・補助対象者が電気自動車を所有又は使用する権利を有すること
・使用の本拠の位置がV2Hの設置場所と同じであること
・燃料の種類が「電気」又は「ガソリン・電気」と記載されているもの

	
	【新規の場合】

	
	☐
	電気自動車の導入に係る契約書の写し又はこれに代わるもの
※実績報告時に自動車検査証の写しを提出すること。



【高断熱窓を導入する方】
	⑥
	☐
	改修場所が確認できる平面図
	・改修箇所に通し番号をふること

	⑦
	☐
	改修前の窓のカラー写真
	[bookmark: _GoBack]・平面図に対応した番号を記載し、写真を添付すること


＊その他知事が必要と認めるもの（上記以外にも、必要な場合は追加の書類を求めることがあります）
